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はじめに

アエネアス (またはアイネイアス)に関する伝説は,ギリシアでの発生当初以来,女

神アプロデイテ (またはウェヌス)の信仰と密接にかかわりをがら形成 ･発展してきた｡

ホメロスが,アエネアスをアプロデイテの寵児として常に特別の配慮をもって描いた背

景には, トロイア地方において,女神の崇拝と英雄の伝承との間に特殊な関係が存在し

ていたと思われ,また,その後アエネ7スが地中海を放浪してシキリア島に到着すると

いう言い伝えも,アプロデイテの信仰と何らかの繋りがあるものと想像される｡ローマ

,においても,アエネアスは- その ｢敬神的な｣性格に加えて- ウェヌスの子として

の地位の故に,ユリウス家を代表とする権勢家たちの注目を集めていた｡さて本稿は,

後世ウェルギリウスの有名な叙事詩の主題となった英雄伝説に関する考究の一環として,

この伝説と女神崇拝との関係の起源と変遷を跡づけ-る試みであ8(I.l'その際梓に明らかに

したいと思うことは,この伝説と宗教との関係がギリシアからローマに受け継がれた時,

どのような変化を蒙ったのか,また何故そうした変化が生じたのかという問題である｡

Ⅰ.トロイアにおける英雄と女神

女神アプロデイテに捧げられた 『ホメロス風讃歌』の-詩凱 i,テェネアスの誕生の

経緯について,比較的詳しい物語を伝えている｡それによると,アプロディテの父神ゼ
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ウスは,神々に人間を恋するように仕向けて神々をいつも噸弄している娘の不謹慎な態

度を戒めようと,女神聖輝 子,享け ～ロイテ甲若粛軍ン鳶や子･に対する愛情を吹き込むこと

を企てた｡さて女神が襲しく着飾ってイ ダq)山中に現わ､れ号と,アンキセスはその姿を■ I
認め,女神に対して∴自己た幸福を人生を授け給えと祈る｡しかし女神は,自らが神た

ることを隠し, じつはヘルメスに導かれて彼の華となる為にやって来たと告げる｡アン

キセスはそれを信用し,その場で娘と交わるが,眠りから覚めてみると,娘は女神の姿

に戻っていた｡女神と交わった人間は,以後精力を喪失し,虚弱を身に在ると言われて

いるので,若者は己れにそうした懲罰を加えをいでくれと嘆願する｡するとそれに対し

アプロデイテは,次のように答えた･.

｢死すべき人間どもの中で最も誉れ高きアンキセスよ,元気をお出しをさい｡そん

か こ怖がらなくてもよい..のですp私からも,また他の至福の神々か らも,あをたが危

害を受ける心配はありません｡あなたは神々に変されているのです.あをたは,一人
す

の男子を授かるでしょう｡そしてその子はやがて,･トロイアの人々を統べる者となり.

その子孫は絶えることなく生まれ出づるでしょう｡その子には 『ァイネイアス』と名
アイノス

づけましょう｡なぜをら私は,死すべき男と裾を共にしたので,胸にひどい苦 しみを

覚えるからです｡とはいえ,死すべき人間どもの中で,姿かたちの最も神々に似た人

々は,いつもあなたのくにの人たちですね･--･｣ (Hym.Ap九.,192-201)

言う言って女神は,神に愛された トマイア人ガ÷ユメデスとデイトノスの話をし,その

串と,,将奉アンキセスとの間に生まれる息子の養育はイダ山のニンフたちに委ね,~自ら

桂五年後‥ ｢神しこも紛 う｣姿に成長 しを息子を彼のもとに連れて来るであろうと約束 し

て去る｡一

･さて;ノアツ要イカやテーパイ慈どのペロボネソス半島の諸地域,そして特にキュブロ

スや葦ユテラをどのギリシアの島々で崇拝されたアプロデイテの信仰が,いかなる起源

をもって始まり,どのようを経路を辿って全ギリシアに普及したのかは,今日をお,樵

々に革帯されているところである｡･その中で,例えばKI,･テユンペルー2厄, その信仰の

発生の埠をチッサリアと見なし,そこから,信仰がアイオリス人の移住と共に小アジア

方面へ運ばれ 同時にまたs別の経路によ.1て,三､･ボイオティ17,ア~ッテ･イカ及びキュプ

pスに広まった.とr想定している｡′このアプロデイテのギリ'シア起源説は,L･,プレラー

著の 『ギリシア神話』やW･H･ロシャー編の ,『詳説ギリノシア ･ロ丁マ神蘇辞典』におr

ける見好 3'を踏襲し,敷街したものであった｡しかしながら,キュブロスにおける女神

の信仰が,近隣する小アジアの影響を受けてい草ことは,その祭儀の性格(prostitution

の儀式)から明らかであり,またデメテルやアテネが一定の土地に定着しているのに対 し
r>---7=7-

て,,アプロデイテが屡々｢空の女神｣と.形一容されていることは,｢空の女王 ｣と呼ばれた

フェ･ニキアの女神アスタルテとの共通性を示唆する.)多くの地方的伝承も,女神が東方
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に起源することを証拠づEii･ているO例えば,･ワ プロデ 1テ ･ウ-ラニア｣の信仰を.7

ウテイカに取.り入れたのはポルビュT)オンという王であったと伝えられるが{この王の
.1{JLヒ l.ラ

名は,フェニキア特権の紫 員を連想さ.せるOまたアイスキュロスは 『テーパイに向か

う七将』において,アプロデ イテを ｢テー′日 の胴 刀の母｣(Sept.bonf.Theb.,140)

と呼んでいる◆が,これは,この女神が7ェ÷キア出身の都市建設者や ドモスによってテ

ーパイにもたらされた声とをIl翫'1-する為であった.lrRJにアプロデ イテという名称自体,

彼女が前ギリシ77時代の宗教に属していf=ことを示すものかと思われる(4)0

このように,.ギリ.シアのアブ.ロデ ィテ信仰がその起源において束方の女神の崇拝と関

係があったことは,一年そらく疑いか 1ものと考えられ･る｡一方この見解を裏づけるかの

ように,先に見た 『ホメロス凪讃歌』においてアプロデイテは, トロイア人アンキ車ス

の考と:なる女神と･Lて,明らかにアジア的特徴を†もって描かれているのである｡物語の

背景自体が トロイアのイダ山中であり,そこを.訪れたアプロディテはトまず, ′̀Potnia

th6ran'と呼ばれる大地女神さをが_ら野獣の群を伴って現われ (Hym.Aph.;68T74),

それからプリュギア娘に変装している (ibid.,108ff.)｡とりわけ,アンキヤスが女神
7 メ ネ - ′ス

と交わった_g)ち,彼女に対して己れを性的に.｢不 h能｣な人間にしか ､でくれと哀願す

る箇所 (ibid.,1857190)は,アジアにおいて語り･継がれた,女神によって虚勢された愛

人たちの伝啓を前提とJしている.(その代表的なも･のはキュベレに愛されたアTpJティスの

話であり,植物の枯死と復活を表象する同様の神話-として,キュブロスを中心とするア
ニ ン7

ドニスとアプロディデの物語がある)｡また誕生 した子供■を樹木の 精 たちが養育する

というモチーフ (ibid･,256-273)ち,アジア的を雰囲気を伝えている｡こう一して, わ

れわれは,7この'『讃歌』から,,テプロデイテ信仰の起源がおそらf(:アジア方面であるこ

とを窺い知ると同時に,元来この女神は, トロイア地方において豊穣多産を掌る大母神

キュベレと殆ど同一の神格として崇拝されていたと･想像することができるのである｡

ところで,このホメロス風の作品は,アプロディテをはめたたえる歌であると共に,

英雄アユネアスの出身と運命を物語る詩ともなっている07プロデオテがアエネアスを

身ごもったのは,そもそも女神にアンキセスを恋させたゼウスの仕業に原因する■といラ

構想が既に,英雄の出生を神秘化しているdまた,英雄の未来は, ｢アエネアスは将来

トロイアを統治するであろう｣ (Hym.Aph.,･196)という女神の言葉において,既に

定~まっているごとくに語られる｡この言葉が,『イリアス』20巻307行のポセイ ドンの予

言から採られたことは言うまでもないであろう｡この Ffイリアス』における ｢予言｣は,

たびたび指摘されたように(5㌧ ホメロスの時代またはそれ以前の トロイア地方において,

アエネアスを祖先たる英雄としそ崇拝する一族の存在を暗示するものと考えられ.る.デ

メトリオスなる人の証言に基づくストラポンの記録によると(6),･アユネアスの子孫はト

ロイアのスケプシスという都市において王として幾世代かの間統治し,しカも彼らは代
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7'イー,I(I
々,丸々から特別の尊'敬を受けていたと伝えられる｡叙事詩 『イリウ･ベルシス』の著

者アルクティノスが,大蛇によるラオコシ襲撃の描写のあと,アユネアスが一族を連れ

てイダ山中に退却したと述べているのも,アエネアダエに関する上述の事実を背景にし

ているのであろう(778･

さて, トロイア地方におけるアエネアスを先祖に紀る一族の存在,及びその一族の起

源を物語る 『ホメロス風讃歌』でのアプロディテのアジア的性格とから,われわれは;

アエネアスという英雄が地中海に放浪する以前おそらくトロイア地方独特の女神信仰と

深い線のある人物であったと推測することができる｡このことに開通 して,-L･R･ファ

ーネルぱ 8才1 この トロイアを中心とした英雄崇拝と女神信仰との関係は,その地から地

中海の諸地域に普及し,例えばアクティオンやレウカスやシキリアにおける ｢アプロデ

ィテ ･アイネイアス｣という安神の信仰 9)の中に残るに至ったと想定 し･;その女神の名

の起こり少について,.次のような説明を試みているO即ち･,Jこの ｢アイネイアス｣という

呼称は,その形から一見父称 (patronymic)d)ごとくであるが,-それが ｢アユネアスの

母｣または rアエネアスの娘｣の意には成り雄く,また, ｢ゼウス ･アガメムノン｣の

ように英雄を神と結びつけて前者の神格化を意図した場合もあるが,英雄を~｢女神｣と

同一視した先例はか ､｡よってこの呼称は,後代の人々の想像の産物ではなく,むしろ

トロイア地方で崇拝を受けていた古い時代から既に,女神に付されていたとすべきであ

る｡とするならば,アプロディテは既に存在する ｢アエネアス一族｣からこの呼称を得

たのではをく,逆にトロイアの特定の氏族が,彼らの女神 ｢アプロデイテ ･アイネイア

ス｣から自らの名を借用したものと考えられる｡その際に彼らはおそらく,その名の由

来を説明し女神の崇拝者としての地位を明らかにする為に,アエネアスという架空の祖

先1-----_そして彼らの職能を代表する祭司的英雄- -を作 り上げたのだと想像される｡フ

ァ二ネルによれば,アエネアスと同じく ｢神の影のごとき存在｣として生まれた人物の

例として,アルテミスの ｢盤女｣イピゲネイアとアタランテ,及び ゼウスーハデスの｢神

官 ｣ トロポニオスをどが挙げられるO

｢アプロデイテ ･アイネイアス｣がトロイアで崇拝された事実が見出されか ､以上,

上述の7､7-ネルの見解が一般の承認を得ることは閑雅かも知れか ､｡また女神にとっ

て ｢アイネイアス｣という添名がいかをる意味をもったかも不明であるoLかしこの仮

説は, 『イリアス』においてアエネアスが神秘的に描かれた理由を説明し,また 『ホメ

ロス風讃歌』の英雄誕生の物語の背景を明らかにしている点において,十分注目に値す

るものである｡いずれにせよ,元来アユネアスが東方的性質を帯びたアプロディテ崇拝

から生/まれた英雄であり,その当時の女神と英雄との関係が, トロイアで栄えた大地女

神キュベレとその従者アッティスとの主従関係から強い影響を受けていたことllCnは, 多

くの点から見てきわめて有り得ることなのである｡
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打..シキリアでの伝説と信仰

ホメロス以降のアエネアスの放浪伝.擬が,アプロデ 1テの信仰の普及を反映している

という可能性は否定できか ､｡アイネイア;キュテラ∴アクティtオン,ブトロトン北鼠

イタリア束南部,及び梓にシキリアにおいてアエネアス滞在の跡が認められるが,それ

らの場所は,いずれもアプロディテの崇拝と関連のあ■る土地である (Dion-～.Hal.,R.A.,

i,49-53)｡ウェルギリウスとハりか レトソソスのディオニュシオスの記述による英雄

のデロえとクレタ上陸の伝承も;それらの島々で行われた̀と伝えられるテプ占デイテ揺

仰tll)と関係があるのかも知れか ､.またパウサニアスがアユネアスわ立像を発見した上

言う･̀1割アルゴスにおいても, 女神が東方的様式の崇拝を受けていた形跡が存在する(1310
シキリアにおいて アフロデイテの信仰は,'カルタゴ的要素を多分に合もエリュクスの

女神の崇拝と統合 ･同化することとを-ったO上に述べたようにアプロディテ (1アイネ

イアス)･は トロイア地方ではおそら■く,豊穣をもたらす大地の女神キュベレと同｣の機

能を果したものと考えられるが,壕の後アユネ アスを祖先たる英雄として仰ぐ⊥ また

はたんにその伝承を携えた- 人々が地中海各地を移動するに伴い,この女神は線々の

土地において,航海を見守る海の女神へと変身しわ iったであろう｡他方L･マルテン

が振起しLf=ように,イリオーン落城後シ亘りナに到替してその北西部に都市 (土リュクス

とゼゲスタ)を建設したと伝えられる土リュモイ人が (cf.Thucyd∴6.2,3ノ),事実

アエネアスの伝説を携えた トロイア人であり,それ放エ リゞ クスの女神が ｢アプロデイ

テ ･アイネイアス｣と称されるに至っ美 と鬼をしうる'根拠は;現在,僅かではあるが発

見されている114㌦.この伝承が歴史的真実を含む､ものとすればiエ'リiモイと化した 卜tj

イ7人は,他の土地に移住した′トアジアの民族と同様,かつては大地女神として崇拝し

た彼らの女神を,環境の変化に適応させ,弓毎上生活の守護神として信仰するようになっ

たと言うことができよう｡

このことについて,レウカスにおける女神の信仰は,示唆に菖む事実を操供している｡

つまりこの土地に出土した前2世紀頃の作と推定される貨幣には,アプロデイテの姿が

船尾の褒姉と共に刻まれており,̀裏面には船のへ'さきの図柄が描かれているのである｡

女神の絵のモデルはおそらく,レウカス沿岸の小島に建っていた十アプロディテ ･アイ

ネイアス｣神殿内の立像であろす157. また,海の女神としてのアプロディテとアユネア
ス伝説との商係一について, 『イリアス』のえコリアには興味ある伝承が重き留められて

いる｡それによると116㌧ イタリアに渡航 したアエネアスは,上陸した際母神に彼女の騎

馬像 (Aphroditさephippos)を奉献したt'言われる｡｢馬｣はギリシア宗教において多様

な意味を担っていたが,層々海の神ポセイドンと結びつけられたことを思うと,このア
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プロディテの場合も海の女神を象徴する役割を果していたのであろうO

ところで, トロイア系楯は者,=･Tリュモイ人の管轄していた土リュクス山頂の神殿の女

神が,実際海の女神としての機能を果したことは,次のいくつかの点から見て明らかで

あろう｡

まず,-トロイア伝説以前に遡ると思われる伝承によると,この神殿は土地の名阻たる

エリュクスによって建造されたものであるが, じつはこの英雄は,アプロディテとアル

ゴナ.,)タイの一人であった海の英雄ブテースの息子であったと伝えられる̀l訂｡そしてこの

与りュクスの父親は,息子がヘラクレ,スとの決闘で死んだのち土着民の王とをり,後代

屡々海の神ポセイドンと同一視された(l劫 o.この英雄の神格化 (プテスーポセイドン)は,

おそらくその崇拝する女神の性格から由来したものであろう｡一万,線5世紀頃島で鋳

造された女神の姿をかたどった貨幣には,ギリシアのアプロデイテの属性たる ｢鳩｣や

｢エロス｣,及びフェニキア声敦において塀繁に現われる ｢犬｣に加えて,明らかに海

上神を表象する ｢二輪馬車｣が描かれている｡更に,エリュクスの女神は犠牲に声る汚

れを厭しさ,野外に祭壇を持った｡アエリアヌスの記した伝射 こよると.,日中に錬り行わ

れた犠牲の胤卯ま夜の間に消え,,祭壇は毎朝露と新鮮な草で被われたと言われる(N･

､A.,10,501)｡この野外祭式の慣習は,セルウィウスとタキ トゥスによって記録された(19)

キュブロスにおけるパボスのアプロデイテ崇拝の様式と共準しているOまたとのエリュ

クスの女神とキュブロスの女神との同一化は,シキ.リアの詩人テオクリトスが,その島

の女神を指して, ｢デ1オネ｣というキュブロスのアプロディテの添名で呼んでいるこ

とにも窺われる (Id‥7,116;15,.106). 周知のごとくキiプロ不のアプロデイテは,

｢泡から誕生した女神 (AphrogenさS)｣と.ヘシオドスによって歌われたように(Theog,

196),-大地女神としての元来の性質に加えて,海洋神としての性格をも兼ね具えていた.

この一面は,神話だけでなく,そ,の地の海浜で行われた太古からの儀式によっても裏づけ

けちれているaO)0Aphrogen言S神の発生についてはセム系の宗教の影響が大きく, シキ

リアとキュブロスの両女神の関係もフェニキア人の海洋活動に負うところが大である (

ェ,.).1クスの女神はカルタゴのアスタルテとも姉妹関係にあった)控1)o Lかしこの同一

化は,同時に,エリュクスの女神固有の性格の発展として理解すべきであろう.

以上のように,エリュクスの女神はギリシアと東方の宗教の影響を受けた複合的な神

格であったが,その多様創生質の中で,棒に海上神としての属性が目立っていた｡女神

はまさにその特徴のゆえに,′トアジアからの放浪民の群を引き寄せ,彼らと共にその運

命を代表するアユネアスの伝説を受け入れた結果,自ら ｢アプロデイテ ･アイネイアス｣

と呼ばれるに至ったのであろう｡

･ところで年代記的に見ると,シキリアの女神は最初英雄L,リュクスか.ら神殿の奉献を

受けたのち, トロイアから来たとされるエリュモイ人によってアエネア不の母神として
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崇められ,その後歴史時代.においては,ギリシア人とカルタゴ人の支配を経て,前3世

紀頃,地中海進出に乗り出したローマ人の掌中に帰することとなった｡その頃には既に

アエネアス伝説はローマの建国神話の一部となって一般に広まっていたので,当時のロ

ーマ人は, ｢アエネアスの子孫｣の資格でその ｢母なる神｣一をカルタゴ人から ｢奪回｣

せんとしたのであるa2､..しかしその事情については後で触 1ることとし,.次章では,以

上の伝説と信仰の関係がイタリアの地で蒙った変化について考察してみたい｡

臥 .アユネアス伝説とウエヌス崇拝の起源

アエネアスのイタリア到着の伝説が,既に前5世紀にはエ.トルリアとラティウムの諸

都市に涜布していたことは,今日ほぼ疑いのか ､事実と見なされている任3)0.与の伝説が

一般のトロイア叙事詩圏の諸伝承から分離し,ローマの建国神話としての地位を得るま

での過程については,まだなお不明を点が多く,十分な解明がなされていない.しかし,

幾つかの事柄は真相を判断する上で重要を材料と在ってしさる｡その一つは;アエネアス

伝説がイタリアにおけるり.Lヌス信仰の形成に関与したことであり,更にf･つは,イタ
ヒ●･}) ス

リアに伝説が伝播した当初から既に,英雄アエネアスに ｢敬神的｣という比較的明確な

性格が与えられていたことである｡おそらくこの二つの事柄を相互に関連づけることに

よって,･初期のアエネアス伝説の本質を幾らかでも捉えることができるであろう｡そこ

でまず,ウェヌスの起源と英雄伝説との関係について追究してみたい｡

ローマの女神ウェヌスの起源についてiか?て宗教史家G･ヴィッソヴァ伽は,最初

この女神は ｢自然の魅力｣を具現し,現実主義的なローマ人によって ｢菜園の守護神｣

として崇められたが,.その後前3世紀頃から外来のギリシア宗教の影響を受けて,次第

に愛の女神アプロディテとして.の性格を濃厚に帯びていったという学説を立てた｡この

見解は,元来農耕を主体とした民族であったという普からのローマ人観に適っていた為,

長期の間定説として認められた｡しかし今日,ローマ文化が前3世紀頃まで外部からの

影響を蒙ることなく, ｢閉じた器｣の中であたかも純粋培養されていたとする見方は,

明らかに訂正を必要とする｡また初めて文献に現われるローマでの公式のウェヌス崇拝

は,陣利を獲得した軍人 (Q.FabiusGurges)による神殿の奉納という形で行われてお

り (前295年)位5),そこには菜園との関連は全く見られか ､. 従ってヴィッソヴァの見

解は,現在最早妥当であるとは言えか l｡

そこで本稿では,新たに総合的視野からウェヌスの起源を取り扱ったR･シリングの

研究a6)を主な手掛りとして,問題を考察してゆきたいO彼よると,ウェヌスはまずその

語源において, v̀enerari'･ v̀enia'･ v̀epenum'等の呪術的 .･宗教的意味の一連

の単語と密接な関係に-あり,たんなる ｢自然の魅力｣の象徴とは見なされか 1｡そもそ
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ち:;｢ve‖usを行班す る｣'の意である動詞 v̀enerari'は,宗教儀式devotioやevocatioの
際蕗呪文∴(caEmi日立)において,･｢神の恩恵を求める｣という.意味で用いられている｡

他1J'･i,i,enia'は ｢神の恩恵｣を指 し, ･̀venenum'.は ｢呪術的 ･神秘的効力をもつ物

'FF｣㌧を力沖 ｡よってこうした語と関連する v̀enus'は,元来 ｢人間が呪術的行為にお

いて桐いる霊妙な力｣を表現する宗教的言語だったのであり,故にその神格化としての

V̀enus'は,-'本来 ｢神々の好意を引き寄せる神｣･であったと思われる｡

さてこのVenus神の前神アプロデイテは,割合古い時代,つまりローマが都市として

成立する前後の時食に∴b｣マと潤 係の深い宗教都市ラウ七二ウムにおし1て,ラティウ

ムの人々の信仰の対象とをっていた.ストラポンによるとCの, その女神はアエネアスが

ラウィ土ウムに到着した当時から,その地の神殿で肥られていたと伝えられる｡またソ

リスズは,最古の伝記作者と言われ･るカウシウスL･へ,ミナに負う伝承として,アユネア

アスがこの号ウィニウムの女神をもたらしたことを示す次の話を書き残 している.･

｢ノ＼ミナの伝によれば,イリオン落城の翌年アユネアスは,六百名足らずの仲間と共

にイタリアわ岸辺に漂着 し,ラウレントりムの野に陣営を築いた.そ.してその土地で,

シキリアから携えできた立像を『フルテイス』と呼ばれる母をるウェヌスに捧げていた

犠:首級はディオメデスからパラディウムを受竹取らた｡ ｣ ,(Solinus,C.R.M.,2,

14); ': -Li

ここでり主文スに添えられた ｢フルデイス (Frutis)｣という名が, ｢アプロデイテ｣

のエ トルスキ的変形であることは.ローマの統治以前ティベル河口周辺地域がエ▲トルス

キめ勢力範囲にあったという事情Q9)から,一容易に推察できこるoまた ｢フルテ′ィス｣導入

の神話的説附としてアエネアス伝説が剛 らゝれたことも,lこの伝説受容にエ トルスキ文

化が指導的役割を果したという事実OO)を裏づけること.によって,理解が可能である｡し

かしエ トルスキ宗教では,周知の如く;アブ口車ィテは既に ｢トゥラン (Turan)｣と

という名で紀ちれでいた(31)'｡従ってフルティスは, トゥランとは異なる由来と機能盲持

ったものと考えねばならをい｡ トゥケンはおそらく,ギリシア本土からもた.ら,されたア

プロデ イテと同一視された土着の女神である｡それに対 しフルティスは,西地中海を制

したエ トルスキ人自身が,シキリア島や発見した女神であったと想像される｡そして既

El:述べたよう豆その島においでアプロデイテは, トロイケ伝説と密接な関係にあったの

で,彼らはその ｢トロイア的｣性格を特徴づけるために,̀この女神にトウランとは別の

名を付す必要を認めたのであろう.言い換えれば,フルテイスとは Fァェネアスの母神｣

を示す呼び名に他ならなかっ√たのである占

以上めように,アユネアス伝説は土 トルスキ文化の影響の下に,ラウイ二ウムでのア

プロデイテ信仰と関係し,-この崇拝の神話的説明に貢献したのであった｡ではその後,

エ トルスキの勢力が衰え (前5世紀末),,ローマがラティウム諸都市の支配権を掘った
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時 (前4世紀以後),この伝説と宗教の関係はどう.fd.L･)たのであろうか｡

まず,この変化に際しても,ラウノ ニウムが重要な役割を果したと思われる､.上述 し

たように,ラウイ二ウムは相当晋から･,,_千,の.lll.北条件の故にエ トJVJスキ及 びシキリアの
影響を受け,,その為にアプロデイテ-.フルティ′スもその他に塵を得ていたのであっ〉た｡

そして･そこでの宗教は,たんに∵都市周辺に限定された､ものではなく,広くラティウム

の諸都市に勢力を振っていた｡三li然その勢力範囲にはローマも含まれ,エ トルスキの国

家が没落した後も,その特別の地位はローマ人によって認められたoローマはそこから

S.くの重要孝神々,例えばペナ-テスやウェスタなど:を取 り入れたが,アプロディテ-

フルティスにも多大の関心を注いだであろう｡既に前3世紀初頭にはウェ不スはロ-了

で正式の崇拝を受けているから,おそらく前4世紀の間に,ロ｢マの女神ウェデスはヲ

･,1Lニウキを中心に形作られた(321ものと推測される○

さてエ トル11アの女神フルテイスに内在Lf=トロイア伝説との関連は,当然,ローマ

神ウキ･ヌ.スにも受け継がれたであろう｡おそらくフ!レティニスとアエネアスの関係はソ,逮

だギリシア的を繋り (豊穣と愛の女神とその寵児との関係上 ･または･シキリア的を摩 り

(海の女神と放埠者との関係)で あったと思われや｡しかしラ.ウイニウムを拠点に起こ

った ｢愛の女神｣アプロデイテから ｢神々の好意を引き寄せろ力｣の形象化としてのウ

ェヌスへの凌容は,このギリシア的ま･たはシキリア的関係を必然的にローマ化する′こと

になった｡′その原女神の変化と平行して,アエネアスの英雄像にも本質的.を変化が生じ

て.いたこと_(ニ注意した.い｡ギリ.シアとエ トルリアでのアユネアス像は殆ど変･hLつて垂ら

ず,･そこには,戦士 ･_助言者 ･王位継承の要求者等の諸要素が混合していた｡･それに対

し,初期のローマ人がアユ木アスに革め.たもの且 何よりもまず ｢敬虞さ･(pietas)｣で

あった(33)｡要するに,あらゆる行為に際して常に神 t々の賛同と支持を求めてやまぬロ.-

マ人は,この英雄の ｢敬神的性格｣に自己の人格の象徴を読み取っていたのである｡こ

のアユネアス像の変化には,今見たアプロデイ子 の変貌と同一の指向が認められようo

即ちそれは,強い宗教的性格である｡アユネアスが神々の同意を請い求める人間の姿の

表象であるのに対応L.て;ウェヌスは,神々P意向を潮 らげ,その好意を人間のために∫～

引き寄せる神秘的を力を体現する｡よって ｢ピウス ･アユネアス｣が ｢ウェヌス｣を母

に持つことは,ローマ人の感性にとって全く相応しいことであったと思われる｡おそら

く彼らはこの神話上の母子関係の中り:,人間と神との繋りの典型を見出したことであろ

う｡

一万それのみをらずローマ人は,アユネアスを民族の阻先に仕立て上げることによっ

て,英雄と;女神との関係を公的に承認した｡つま_りアユネアスがローマの前身都市ラサ

イニウムの創建者と在る一方,ウェヌスはその息子の子孫たるローマ人を支援 し,彼ら一

に対して神々の恩恵 (veniadeum)の享受を保証する女神として一国家にとって不可欠
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の神格となったのである｡ウェヌスは多分ラウイニウムで誕生した当初から,アエネア

スの母として相当普遍的創生格を帯びていノたのかも知れか ).なぜをらラ･ウイニウムは,

ラティウムの民族全体をアエネアスの子孫と解釈する='とによって,連合的な宗教都市

の地位を固めていたと想像されるからである｡いずれにしても,英雄と女神のこの公的

を関係の確立は既に, ｢アプロディテ-フルテイスー- ウェヌス｣及び ｢アイネイアス

ー一十一ピウス ･アユネアス｣と･いう二つのローマ的解釈とほぼ同時に十二二一一一既ち前5から4

世紀にかけて- 行われたと推測される｡その後このラウィ二ウムで結実した伝説と宗

教との関係は,ローマ都市内部に引き継がれるが,その時点ではもう,質的を変化は生

まれなかったであろう｡

最後に,この章の結論を述べよう｡

ギリシア神アプロディテは,その誕生以来豊穣多産と関連しながら,一般的には愛の

女神として崇められてきた.しかしローマ神ウェヌスは, v̀enia'･ v̀enerari'等の

同族語の考察から判断されるように,本質的には宗教的効力即ち神々に対する祈りの力

(venus)を体現する女神である.実際この二人の女神は,全く異をる土壌の環境に属

していた｡ギリシア人が屡々神々に対して自由で挑戦的を行動を試みることは,例えば

ヘラに対抗したヘラクレスやアプロディテを傷つけたディオメデスをどの ｢テオマコイ｣

らの伝承叫 こよく示されている｡また人類の為にゼウスを欺いたティタン神族のプロメ

テウスの行為は,こうした英雄たちの行動の先例となっている｡一方ローマ人は,神々

の権威に対してはきわめて従属的であった｡彼らは元来神々を形に表現せず,神的拍動

を非人格的な ｢ヌーメン (numen)｣と名づけて恐れていた｡そして彼らは,神々の支

持が自己の行為の成就にとって不可欠であると確信し, 終始神々からの恩恵を期待 しつ
ピ ウ ス

つ生泊を送っていた｡ローマ人が非常に早くから ｢敬 神 のアエネアス｣を自己の模範

と仰ぎ,同時にその慈悲深い母神ウェヌスの加護を求めたのは,それ故,彼らのこの篤

い宗教的気質の顕われだと言えるのである｡

Ⅳ.アエネアス伝説とウェヌスの祭式

ラウイニウムで誕生したローマ神ウェヌスは,やがてローマ都市内部に正式に迎え入

れられ,神殿の奉献を受ける(35)傍ら,ローマの年概の暦の中に一定の祭日を持つことと

なった｡その祭はウイナリア (Vinalia)と呼ばれ,二つの季節に分割して行おれるもの

であった.4円23日の春の祭をウィナリア･プリオラ (V.priora),8日19日の夏の祭

をウィナ リア ･ルスティカ (V.rustica)またはウィナリア･アルテラ (V.altera)と

定められた｡

この祭は,'元来葡萄の収稽を祝うものであり､毎年の新しい葡萄酒がエビテルに対し
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lL)I ズ∠.
て奉納された｡葡萄酒は古代人にとって神聖を液体であり,特に最高神ユピテルの神力

を目覚ませる神秘的な飲物として尊ばれていたO祭が二期にわたっているのは,葡萄の
7.)4･卜L'ム

収稽される夏の祭において葡萄酒奉納の誓 約の儀式が催され,位初の葡萄酒の出来上る
テ'-r イカチ 寸 り/<･f-)A

春の祭において献 納の式として藩貴が行われるからであった｡､さてこの祭において,

ウェヌスも同時に紀られ,祭式の中で重嬰な役目を果した.その役目は,祭式自体の構

造の分析と,祭式の起源にまつわる神.Slip.･の考察とから,明らかにすることができる86㌦
rt7 1I)ム

まず祭儀の中心的要素をなす葡萄酒やあるが,これはたんに犠牲獣の血即ち ｢生命あ

る液体｣の代用としてではなく.,本質的にウェヌス女神と関係のある物質として用いら

･れた｡6世紀末の 『語源論』の著者イシドルスによると,古代人は元来 v̀inum'と v̀e-

nenum,とを区別せず,前者を後者の名で呼んでいたと言われる(3m｡ところで v̀enenum'

は,先に触れたように v̀enus'と同語族に属し,呪術的効能を有する液体である｡よっ

て葡萄酒 (vinum主 venenum)は古代人にとって,女神ウェヌスが体現する霊妙を力

(venus)を含有する飲料なのであり,それ故にこそ最高神の好意を引き寄せうる物質と

兄をされたのであった｡葡萄酒とウエヌスとがきわめて親密を関係にあることは,文学

作品,例えばプラウトウス,ウアロー,オウイデイウスらの記述にも窺われる8秒o従っ

てウィナリアにおいてウエヌスは,まず葡萄酒そのものとのかかわりで祭儀に関与し,

葡萄酒の効果を保証するという具体的役割を務めたものと想像される｡他方,このよう

な女神の役割は,祭式の縁起神話の考察によっても裏づけられる- そしてここにおい

てもわれわれは,ウェヌス信仰とアユネアス伝説との緊密な結びつきを確認することが

できるのである- 0

一般的にローマにおける祭紀の縁起薄は,層々ギリシア神話の表面的応用に留まり,

事実祭儀の真の意味を説明している例は少か ､olしかしウィナリアの起源神話の場合は,

その少数の例外に属すると言ってよいであろう｡をぜそらその神話は,大変古くからラ

ティウムの土壌に根づいていた トロイア伝説から派生したものであ'り,-またそこに見ら

れる話根は,大力トーからオウイディウスを経てプルタルコスに至るまで,殆ど改変さ

れていないからである｡更にこの神話は,4月のウィナリア祭と関連 して,プラエネス

テの祭暦 (FastiPraenestini)を記した碑文中にも保存されてい る.さてオウィディウ

スによると,その粗筋は次のようになっている｡

｢何故ウィナリアはり上ヌスとエビテルの祭なのか,その次第はこうである｡昔アマ

一夕の娘をめぐって,アエネアスとトゥルヌスが争った｡その時 トゥルヌスはエ トル

リアのメゼンティウスに支援を求め,それに対してメゼンティウスは,I『出来たての

葡萄酒を私にくれるなら力を貸そう』と答えた｡そこで トゥルヌスは承諾し,メゼン

ティウスは武器を取った｡一方アエネアスも武装したが,彼はエビテルに祈ってこう

言った｡ 『敵は葡萄をエ トルスキ人に約束したが,私はラティウムの酒をあなたに献
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騒 し.よ:) 0 』 サ ると神はこれを聞き入れ,メゼンテ ィゝウスはまもなく大地に倒れた｡

弓 jIいうわけで,-ウィナリアはユピテルの祭となってい,る.,L｣.(Fasti;4,877-900

･〔大意M

ウイナリ,了 察では仙 女ユピテルとウェヌスが肥られるのかという疑問に対して;この

物語では孝ず,その祭がウェヌスの子でユピテルの血統を引く英雄によって創始された

為とtノいう解答が提示される,｡つまり祭における.r)ェヌスとユピテ聖との関係拝まず ト甲

イア捧説にiLつて説朋､.さ.i'Lており,その神帯的系譜q?故にアユネアスは,祭の最初の執

行者たる権威を華 かってい.冬のであるD次にこの詩によると,ウィーナリア祭は二人の人物

の敵対の結果成立したとされるOこの点に関しては,多少のヴァリアントは認められる■

にせ_よ,.他の作家たちの記述39)においても大体-敦 している｡どのヴァ-ションでも,

メゼンテ ィウ声旦不法や要求をした為アエネアス･.の挑戦を招いているのである｡

-.卜T?･]レヌ久に対するメゼンティウス.の請求が,アユネアスの神に対する約束と対照を>T､

なすことは明瞭であ.boそもそも初物の葡萄酒は,人間が飲用する前に神に捧げるのが

古代の慣習であった｡従ってメゼンティサ スがそれを故意に要求 したことは,神に対す

る冒頭的行為でみり,十分神罰に値する｡一方アユネアスは神への義務を尊重 し,葡萄

酒の奉納を誓約 した｡､そこで神の審判は下され-,､メゼンティ,ウスは決闘で死にアエネア

スは勝利した｡即ちここでは明らかに,lメゼンティーウスは神に対する不敬 (impietas)

を象徴 し,他方アエネアスは敬神 (pietas)の典型を示している(49)｡ さてこのようにし

てユニのエビソキ ドが,ロ⊥マ人の基本的な宗教観を表現することが∴ウィナリア祭にお

けるウェヌスの関与とどう関係があるのであろうか｡勿論,オウイデイウスにはウェヌ

スは言及されるが直接登場 していない｡しかしこの神話では当然,ウェヌスは,r敬神的

アエネIt7スJI-一一｣ これはローマ人を代表する- と最高神エビテルとの間を取り持つ母

をる神としての役割を担って′いたはずである｡この役割は,.現実の祭式では ｢葡萄酒｣

に象徴された女神の機能と対応し,ウェヌスがウイナリアで肥られることを十分に理由

づけていると思われる(41)O､

以̀上のようにウイナりア祭は,葡萄酒の奉献によって,コピテルとローマ人との間の

信仰の拝を毎年新た､に取 り結ぶことを意図した祭であーったoそしてそこにおいてり土ヌ

スは, ｢葡萄酒 (vinum-venenum)｣の呪術的効果を介して自らの権能を発揮 し,.更

にアキネアス伝説を通 じて.,.神と人間との間のいわば ｢と･りなし役｣としての地位を明

らかにし:たのであったdよってこの祭は,イタリア土着のウェヌス崇拝とか )シア的伝

説 ･神話との結晶であると言えよう｡勿論ローマ人の p̀ietas'が この結晶体の中心に

あったのであり,′それは儀式と神話のいずれの面からも明瞭に視ることができるのであ

る.メ_
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チ｢∴･,:,i-I/･A

･V.アユネアスーウェヌスとローマのインペ牛ウム

･葵和政初期に制定されたウェヌースの祭式の考察から,既にその由から七一マ入水 自

己を′｢アエネアズの子孫｣として意識していたことを確認することができた｡ところで

その自覚は,その後衰えるどころか,彼らが地中海に進出を開始すると同時に,-めざま

一しい高まりを見せたo事実ローマ人は,儲一次ポユニ戦争中シキリア島西部を占領した

時 (前248年頃),エリ土クス山頂の女神を ｢アユネアスの子孫d)母 E(MaterAenea-

dum)｣として崇め,･その神殿をリ保護した(42).それからこの女神は,第二次ポエニ戦争

の指導者の一人Q-･フTビウ女 ･マクシムスにまって ｢ウェヌス･エILlJiキナ｣の名で
ローマに導入され,lヵピトリウム丘上のユゼテルの神厳の傍らに正式の座所を得た(前215

午)｡こう一したケェヌスに対する信奉と平行して:当時の国民的叙事詩人たちーが,ローマ

国家の起源を讃える為に,こぞってアエネアスの伝説をうたっ-た(437=とも見落すごとが

できない｡要するにこの時期のローマ人の海外Ep=お頼る非常に飯盛毎拍動は;qあえて極

言すれば,自国民が ｢神々の恩息 (心eniaae,uni)｣の最大の享受者たる-=とを裏づける

トロイア伝説とウェヌJス信仰に-よって鼓舞きれていたのであり,やがてもた-らされた宿

敵カルタゴに対すJる決定的勝利は,この確信のiE'しさを証明したのであった｡

しかし,この-愛国心の高揚した時代は長く続かなかった占即ちロ｣マは前2世紀末境

から内部に政治的危機を迎え,,工.それ't共に伝統的を宗教の体系にも崩壊わ兆しが現われ

たのである.こう_して,かっでは{rアエネアスの子孫｣の名でウェヌ､スの加護を受け,

神々の恩寵を一身に浴びたローマも,.今や内乱による分裂に陥り,神々に守 られるニべき

統｣的国家像を失ったのである̀｡･

'さて このよ-う･射犬態の中で,当時国家の最高嘩獲得を目指す有卦な政治家 ･軍人たち

は,それぞれ独自の仕方で神の保護を受け,自己の権力･を正当づける必要t=迫られた｡

勿論彼らの試みは様々であー一り,成功-t失敗があっAT=ム'一しかし共通して言えることは,彼

らがやはりローマ人として,'jCなり′トなりir)土ヌスわ恵みか苦れることがなかったこと

である｡特に,彼らの中で最も優れた人たちは,この女神の信仰とその子孫に関する伝

説が,国家再建に;とって不可欠やあることを明敏に察知し,その復興.に力を入れたO内

乱を平定し,古き良き共和政のイ云続を復活させた皇帝アウダストゥスの時代に, トロイ

ア伝説とウェpヌス崇拝が見事に生命を盛り返したのはiこうした少数の人々の努力の積

み重ねが背後にあったからである｡そこで,この章で筆者は,t1-マ共和政末期におい

てアエネアスとウェヌスの辿った運命を,個々の政治家の業績に即 して検討してみたい｡

彼らの特殊な試みを理解することによって,この伝説と信仰の普遍的一別生格か二層明白

になるであ:ろう(44)｡
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マリウスの場合

前2世紀末から1世紀初頭の政治家C･マリウス (前157-前86年)には,確かにまだI

共和政の伝統的宗教を尊重する気風が残っていたOプルタルコス(45'によると彼は,前102年

アクア千 ･七クステイアユで千ウトネ､ス人を破った折,一大犠牲式を催 して神々に感謝を

表明 しており,また前101年ウェルケルラエでキンブリ族と挙支った時も,神々に対して百

頭牛の献呈を誓約 している｡しかし他面,個的な神秘宗教が彼の関心を占めていたこと

は疑いえか '_｡マルタというシリアの女予言者を常に側近に侍らせていたマリウスは,

彼女の神託を巧妙に利用して軍隊を統率し,また自らその指図に従って犠牲を執り.行っ

た(46)oこC2マリウスの折衷的態度は,当時の宗教的混乱を端的に示している｡束方の神

秘的思想の滝行が,伝統的な神々の地位を激 しく揺さぶっていたのである｡

･けれども神秘的傾向は,すべての既成の神々の権威を失墜させたのではなかった｡ウ

ェヌスが迷信による蚕食を免れた神々の一人であったことは,前2世紀後半に始まる一

つの社会的風潮を考察することによって明らかにをろう｡

トロイア人を祖先に仰ぐ氏族たち

ハリカノレナッソスのデイオニュシオス(4mによると, 共和救末期において トロイ7人の

血統を損むと自称した氏族の数は,約50にも上ったと伝えられる｡その中で,ユリウス

家とメンミウス家は, トロイア人の後者たる証を刻んだ一連の貨幣を発行した｡アルバ

の王家に起源するユリウス家は,前5世紀頃名を成した貴族の一門であったが,その後

約2世紀の問名声から遠ざかっていた｡しかし彼らは前2世紀初め勢力を盛り返 し,や

がて前 1世紀前半のカエサルの出現に,よって,一躍輝かしい地位を築くこととなる｡前

134年にユリウス家が鋳造 した貨幣には,ウェヌスの像が描かれており,彼らがアユネア

スの息子アスカニウス (別名イゥ-ルス)の子孫の名で,この女神の庇護を求めたこと

が窺われる｡他方メンミウス家は,アエネアスの放浪中の仲間ムネステウスとの血縁を

誇った｡こ.の一族発行の貨幣にも,ウェヌスの姿が刻まれている｡メンミウス家の一人

に捧げられたルクレティウスの哲学詩が,ウェヌスへの呼びかけで始まっていることも

( Àeneadum gelletrix-･':DeRerun Natura,1,1),彼らとトロイア人との

関係を物語るものである(48I｡

こうした名門の氏族たちの主張は,当時ウェヌス信仰がまだなお盛んであったことを示

している｡しかし,ユリウス･カエ汁ル以前の ｢トロイア系｣の氏族らが,ウェヌスの

成徳に頼って一門の権勢を意欲的に拡大せんとした気配は感じられか ､.彼らはむしろ,

高貴な血筋を名乗ることにより,貴族としての地位保全の方に心を配っていたようであ

る｡というのも,例えばユリウス家の娘ユリアを要った前述のマリウスは,ウェヌスの

保護を仰 ぐ上で有利を立場にあったにもかかわらず,それに関心を示さをかったのであ

るC 結局,当時ウェヌスから最大の利益を得たのは,皮肉にもトロイア系氏族らではを
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く,ユリウス家の婿マリウスの政敵となったスルラであった,.,

スルラのウェヌス

L･コルネリウス･スルラ (ilf1138-前78年)は,妃柴はウェヌスの信奉者やはなかっ

た｡また他の神々を真剣に崇拝 していた様1.)'･も見られか 10しかし･彼は,最高の権力の
とり'){,

座に着いてからはローマの宗教制嘆を尊重し,特に鳥 Ili(.auspicium)◆に対しては多大の

関心を払った｡前86年彼は,ギリシアの地で 卜占の杖 .(littMS)を描 いた多数の貨幣を

発行し,その東方遠征からの帰国 (illJ'83年)後には,元老院に対して 卜占官 (augur)

の地位への復位を要求 したOまた前81477-,法令によって地-))'総督から卜占 (augurium)

に関するすべての権利を剥奪した｡こうしてス'レラは,ロ⊥マにおける卜占の全権威を

自己の上に集中させたのである｡

卜占の権威の掌堀と平行して,スルラはウェヌえ崇拝に対して次第に熱意を示し始め

たoマリウスの下士官としてアフリカで功績を積んで以来,■彼は改革期のローマにおい

て幸運を道を歩み,ミトリダテス討伐にも大成功を収めた｡その結果彼は,前82年に挙

行された凱旋式において, ｢運よき人 (Felix)｣という添名を授与された(49)｡この添名

はしかし,スルラ自身にとってはたんに世俗的な ｢幸運｣･を意味するものではなかった｡

そのことは,彼がギリシアへ送る公文書の中で,これを文章通り ｢運よき(Eutych岩占)｣

とは訳さず,｢アプロデイテの恵みを授かる者 (Epaphroditos)｣と記した(50ヒとから推測

できる｡このようにスルラは,自己の ｢幸福｣を女神ウェヌスの賜物と解釈したのであ

った｡

さてスルラにおけるウェヌスへの信奉は,･卜占に対する関心と密接に繋っていた.,こ
り ト,?ウス

のことは,彼が前86年頃ギリシアで鋳造した金貨に, 卜占の杖と共にウェヌスの肖像が

彫られていることから判断できる｡この貨幣を詳しく見ると,まず表には椋欄を持つア

モル,冠を戴く_ワェヌス,及び L̀ ･Sulla'という銘があり,裏には ìmper(atop)
り トゥ ウ ス

iterum'という字と,二つの トロフィーの間に卜占の杖と水差し(これも卜占の道具)が
ア ウ ブ Jレ

見られる｡この裏面は,明らかに凱旋将軍たると同時に卜占官でもあったスルラ自身の

事績を物語っている｡より正確には,スルラはここで,地上における天の意向の代弁者

である故に,偉大別券利を得た人として讃えられているのである｡一方これJと同様の意

図が,表の図柄にも表われている｡ウェヌスは元来ローマ人に神々の恩寵を授ける女神

であるが,ここではその本来の役割の他に,アモルの差し出す ｢椋欄｣によって,｢勝利

の女神｣を兼ねていることがわかる｡つまりスルラはここに,宗教と軍事のいずれの面

でも女神の支持を得ていることを示したのである｡

ところでスルラはまた,東方滞在中数多くのアプロデイテの神殿に対して特別の配慮
コスミック

を注いだ.中でも′トアジアのカリアのナプロデイシアスの女神は,一般に ｢宇宙的｣な

性質を持つとされる古い土着の女神であったが,スルラはデルポイの予言に基づいてこ
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れを ｢アユネアスの母神｣と同一視 しく51), アプロデイテがローマ人の守護神であること

をギリシア世界･に対 して主張 した｡このように,スルラの崇拝 したウェヌスは, .彼個人

の軍事的勝利を約束する女神 ,(Vebus.Felix.)であると同時に,ロ,-マ民族全体の守護

神 瑚aterAeneadum)でもあるという二面的性格を具えていたので ある.

ポンペイウスと守勝利の女神｣

ネルニラの先例は,一その後重要な影響をt残 した.前 1世紀の内乱時代の有力を政治家た

ちは,こぞ?て/),Sヌズの加護を求めたので あ･る.I,その年で,スルラの死後最幸別こウェ

ヌネを幕拝 したのは,犬ポンペイウス (前106-前48年)である｡彼はスルラの V̀e-

nu!･.F:elix't.ニ倣 っ .て,自己の守護神を ｢勝利のウェヌス (VeヾnusVictrix)｣と名づけ

たt52}｡しかしポンペイウスは, スルラの洞察 したウェヌスとローマ人全体 との繋 りや,

ウキヌス信仰が指導的軍人に対 して保証 しうる宗教的特権については十分な認識を持つ

ことができなか′つた｡その為前48年8月9日のバルサロスでの戦いの輝,同 じく .̀Ve-

npsVictrix'‥を守護神に仰 ぐ宿敵ユ リケス ･カキサルの軍を目前にして,最早この女神

の名 を攻撃の合図に用いることを断念 したのであった(53).ち

Lこ ユリウス 丁カエサル(_=おける伝説と信仰 -

カ羊サル上(前102-前44年)とウェヌスの結び? きは,その生涯の比較的早 くから見 ら

れ争o前68年まだ法務官であっ.た時,_彼は伯母ユ リア (マ･リ.r)スの妻)の葬儀で次のよ

う1な追悼準説を行って いるO ｢わが伯母の母方は王家の血筋を引き,父方は神々を祖先

に仰 ぐ｡なぜなら彼女の母方のマIレキウス家はアンクス ･マルキウス王の子孫であり,

わが一門の本家ユリTウス家はウェススの血統を.汲んでいるから｡よってわれらの家系は,

人間の間に絶大の権力を塀 う王族の威厳 と共に,王族をも支配する神々の第高さを合わ

せ持?のである｡｣(Suetonius,Iul･, 6, 2)′ さて家系に関するこの宗教的内容の表

明は,前63年カエサルが大 神 官 鮒 に就任 したことによりIT層の権威を増 した｡その当

時彼が発行 した貨幣には,冠を硬ったウェヌスの頭像 (表面)と,アエネアスのイリオ

ン脱出の場面 (裏面)が措かれており,前述甲神話的系譜を裏づけている｡その後前47

-46年頃鋳造 された貨幣には,･′‥大神官職を象徴する濯異聞水差 し (simpulum)や斧 IL
リトりウス

(doladrapontificalis)の他,∴卜占官の印章たる杖も彫 られている｡更に前50年には,
り､トゥ ウ ス
卜占の杖を持つウェヌスの頭像が貨幣に刻まれた｡カエサルはこうして,スルラの先例

を踏まえ,ウェヌスを仲立ちとして神々の意向を伺 う宗教的役割を積極的に担おうとし

たので奉るO

ところで前述の如くカエサルには,ウェヌスを一族の祖先として崇拝できる利点があ

ったので,iその信仰に対する権威は,スルラの場合よりもはるかに高かった.またその

神話的血緑関係が,ポンペイウスに対 して威圧的効力を発揮 し乍ことは,バルサロスの

戦いの最中に見られたとおりである｡ 従̀ってカエサルのウェヌス信仰にとって,女神の
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｢母 (gePetrix)｣ としての資格が最も重要であった｡そしてカ土サル自身 そd)こと

を十分闇 而 した｡彼は∴この ｢母なる女神｣の信仰を一般にも広める為,前54年新し
フすJレム

い広場に V̀enusGenetrix'の神殿を建立する計画を立てたのである65)(その後これ-

は完嘩され,神殿の奉献記念日には毎年盛大引足しが行われ[=t55')o 更にカエサ)Lは,

こaj`̀venusGenetrix'に対する崇拝の中に,スルラの創始した V̀en｡sFelix,信仰,

畢びバルサロスの戦いに起源する自己め v̀e,-u昌vict戸x'L信仰のいずれもガ包摂され

ると見なした(5m｡即ち恵み深き ｢母なる神｣は,同時に ｢幸運｣と ｢勝利｣をも保証す

る女神として信奉されたのである｡
I

させ以上のガエサルの業績によって,-ゥェヌスほ国家奈教の中でこれま卒になく高い

地位を占めることに在ったOなぜならウェヌスは, ｢母なる神｣としで公的に崇拝され

ることにより,ユリウス家個人の守護神から,再びローマ人 (即ち｢ア土ネアスの子孫｣)

全体の母神として,次第に人々の信仰心Cj中に整っていったからであるここの高まりは

その後,おそらく新時代への期待と共た進行し,やがてアウグストゥ又の治世の幕開け

には,殆ど頂点に達 していたものと想像される三者の当時制作された 『ァェネイス』に

おいてウェヌスが,たんに息子アユネアズゐ行動を守る由 '1で尊く;来たるべきローマ人

すべての運命にも心を配る女神として誉嫁してい｣ること(58厄 ;その何より~の証拠であろう.

アウグストゥスとウェヌス崇拝の伝統

カエサルの養子オクタウイアヌス (前63-14年)は,父の文化的遺産の保存に心を注

いだ｡前44年,彼は個人負担で 二̀VenusGenetrix'神殿の奉納記念祭を催し69);前39年

と前38年には貨幣を発行して,Lそれらの嘗面た,アンキせスを担ぐアユネアズの像ン(節

39年)とウェヌ女の像 (前38年)を刻んだ (表面は共にオクタウイア～5(ス自身の由像).

また前31年のアクネィゥムの大海敏では,六ックスとヘルクレスを守護神に仰ぐアント

ニウスに対して,ウェヌスと神格化された父カエサルがオクタウイナヌ'スの戦況を見守

云たと伝えられる (七の模様はウェルギリウスとプ臼ペ.'ルティウス'(=よって描写された
I

(60))｡更に治世が安定してのちも,:ァゥダス トゥスとゥェヌ女の関係は,;皇帝家の神話
的系譜と共にけして人々の念頭から消えることはな~か'った｡詩人ホラティウスは前17年

の世紀の祭典の為の頒歌において,｢ナンキセスとウェヌスの血を引く誉高き人よ｣(Carl

m.sa｡C.,50)と皇帝に呼びかけ,その後 『嘉JLミナ』の中の-詩篇 (前13年齢 で

は,｢トロイアと,アンキセスと,恵みふかきウェヌスの子孫を歌いたたえん｣(Ca一m.,

4,15,32-33)と述べて,ロ⊥マの平和回復に尽 したユリウス家に射して感謝を捧げ

た(61).

一万二の熱心な崇拝は,従来のウェヌスの性格に幾分かの変化が生じることを妨げえ

をかったOこれまで一一∴特にス,レラ以降一一-のウェヌス信仰は常七束方の宗教と密接を

関係を保ち,その影響から離れることがなかった▲｡カエサルでさえ,ロ｣マの V̀en｡S
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G_enetrix'神殿の内掛 二クレオパ トラの立像を据え,ウェヌスと女王を結びつけてその共

通の琴を讃え[='62】｡そして,このことはクレオパ トラ自身の政策にも作用を及ぼし,彼

女は自己をアプロデイテに擬 した貨幣を発行する傍ら,アントニウスの召喚に応じてキ

リキアに赴いた1琴,そばにアモルに仮装した奴隷を侍らせ,自らはクモヌスの衣裳を掘

った(63)｡このウェヌス?オリエント化に対して,オクタウイアヌ子は鋭い反発の姿勢 を

示 した｡これは政敵アントニウスの急速な東方文化への傾斜と対照をなしている｡まず

アクティウムでの勝利後オタダウイアヌスは,クレオパ トラから奪った装飾品を ｢戦利

品｣としてローマのウェヌス神殿に奉納 し伽,女神がエジプト女王から受けた ｢汚れ｣

を払いのけた｡次いで前30年貨幣を鋳造し,その表にウェヌスの頭像を,裏には｢神君の

子カエサル (Caesar｡Divi -filius)｣という銘と共に自己の軍服姿をそれぞれ刻み込ん

だ｡当時の他の貨幣には,オクタウイヌスの肖像の裏に,投槍と兜とを持ったウェヌス

が,同じく｢神君の子カエサル｣という名と共に描かれている｡これらの貨幣はいずれも,

ウェヌスから東方的雰囲気を排除し,彼女を純粋にローマに奉仕する女神として整 らせ

ようというオクタウイヌスの意向を物語っている｡

ウェヌスのローマ的性格を強調せんとする意図は,アウダス トゥスのもう一つの改革

の中にも.窺われる｡即ち,皇帝はウェヌス信仰と,ローマの古い国家神マルスの崇拝と

の結合を試みたのである｡この二柱の神を組み合わせること自体は,ロ∵マでは新 しい

出来事ではをかった｡既に前217年の大レクテイステル二ウム祭で,これは行われていた

からである(65)｡しかしその時の着想は,ヘレニズム風の比較的表面的なものであって,

以後この組み合わせが国家宗教の中で勢力を振った事実は見あたらか ､｡ウェヌス崇拝

の発掛 二貢酢したカエサルも,マルスにはさほど特別の関心を払わをかった｡なぜならカ

エサルにとってマルスは,ユリウス家の系譜と直接のかかわりがをかったからである｡

けれども,この神はアウダス トゥスには重要な神格であったOというのも前42年のピリ

ッどの戦い以来,彼はこの軍神に義父カエサルの暗殺者に対する報復の使命を委ね,｢復

讐のマルス (MarsUltor)｣と名づけて,私的な崇拝を捧げていたからである(66)0

-こうしてマルスがユリウス家の守護神の役を担い始めると,アウダス トゥスは公的な

信仰において軍神と女神を繋ぎ合わせることに着手した.前2年 M̀arsUltl0,,に画 し

て奉献された神郷 7)には,軍神の像と相並んでウェヌスの立像が安置されたoオウイデ

ィゥ,スはこの出来事を, ｢アウダス トゥスよ,ウェヌスは貴方に捧げられた偉大なマ′し

スの杜へやって来て,復讐の神と結ばれて立った｣(Tri.st･,2,295-Z96)と歌?てい

る｡ところでこの二柱の神の結合は, 言うまでもなくギリシア神話のアレスとアプロ

デイテの対に準 じたものである｡しかしアウグス トゥスの与えた解釈では,ウェヌスは

%･.(-調和の原理)の女神として戦争 (-混乱)の神の心を和らげる役を務めたのでは

をtく,むしろ軍神の行動に加担する好戦的を女神となっている｡このことに関して,例
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えばウンブリア地方で発見された M̀arsCyprius'Lと V̀enusMartialis'という二つの

碑銘は,示唆に富む資料である｡

さてアウブストゥスの発意によるワェヌスとマルスの宗教上の結合は,他方ローマ建

国に因む二つのj三要を伝説を統一する結果にも導いたOローマ文学始まって以来多くの

作家たちは,アエネアスによるラウイニウム建設の請とロムルスによるローマ都市建設

の伝承との問に,いわば ｢橋｣を架けようと試みてきたo tそしてこれまでこの試みは,

主に歴史的側面に即 してをされてきた｡しかしここでは初めて,二人の建国者の生みの･

神々が互いに手を繋ぐことにより,二つの伝動 こ宗教的 ･心理的調和がもたらされたの

である｡以後ローマ人は,自国民が ｢アエネアスの子孫｣たると同時に ｢ロムルスの後

者｣でもあることを,信仰におけるウェヌスとマルスの対の中に確かめることができた

であろう(68)｡

この二つの建国伝承の宗教的統一に対して,アウダストゥス自身も無関心ではなかっ

たと推測される｡スエ トニウスら多数の証言によると,彼は前43年8日19日執政官就任
とりう{)

の為の鳥占の儀式において,｢ロムルスの場合と同様に｣12羽の禿膚を観察 したと伝えら

れる(69)が,この8月19日という日は､まさしく,アユネアスのユピテルに対する誓約を記念

するウィナリアの祭日に他ならをかったのである｡また,彼は確かに元老院の提案した

｢ロムルス｣という添名を辞退 したが70),少をくとも ｢アウダストゥス｣ という名の採

捕 (前27年)と大神宮就任(前12年)によって,内乱の廃櫨から都を復興 したLB己の功績

と,ローマの礎を築いた二人の英雄の事績とを,同一視することを望んだと思われるql).

いずれにせよ,マルスと結びつけられたウェヌスは,当時国民の関心を集めた建 国者伝

説との関係を深めた結果,カエサル以来顕著になっていた公的 ･国家的性格をすっかり

固めたのであった｡

むすび

アプロデイテは,ギリシアでは一般に愛と美の女神として親 しまれていたoLか.しこ

の女神が,その起源【羊おいて,挙節g?恵みを約束する豊穣の女神,即ちアジア的を大地

女神と関係があったことは疑い得をい｡ 『ホメロス風讃歌』は,女神がトロイア人アン

キセスと交わってアユネアスを出産するという物語を伝えているが,この神話は,女神

と青年 (人間)との親密を関係という点において,東方の大母神キュベレとアッテイス

の関係,あるいはそのヴァリアントとしてのキュブロスでの植物神アプロデイテとアド

ニスの愛の物語を想起させる.一方,実際 トロイア地方には,ホメ,ロスの時代以前から,

アプロデイテを守護神とする一族 (アユネアダエ)が存在したと伝えられる｡よってギ

リシアの文献 (ホメロスの作品や 『叙事詩の環』等)で知られるアユ ネアスに関する伝説
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は,このアジア的な女神の崇拝を中心にして形成されたものと考えられる0

シキリアでのアエネアス伝説と女神の信仰との関係にういては∴まだ不明を点が多い｡

しかし少なくとも,こ,こにもまた伝説の性質と女神の性格との間に共通性が認められる.

エリュクスの女神はフェニキア宗教の影響を多分に受けているが,元来は海洋活動を掌
シンクりティ

る海の女神であり,､それ故同様の属性を持つアプロデイテと同一化したよこの宗教的統
ズム

合の過程におそらくトロイア人の地中海放浪伝説が当地に伝播し,女神は容易にその伝

承,を受け入れた結果, ｢アプロ､デイテ 卓アイネイアス｣という呼称を持つに至らたので

あ_ろう､｡-このようにシキリアでは,J ｢海の放浪｣という共通主題の上に,ノ伝説と信仰の

繋りが成立 し一たので,みるol . '

さてラティウムでは,てアユネアス伝説の受容と,女神ウェ̀ヌ..スの誕生の時期とが一致

した｡初めて中部 イタリアに現われたギリシア神アプロデイテは,まずエ トルスキの素

数圏内で L｢トゥラン｣という名で崇拝されたが,その後アエネアス伝説がシキリアから

もたらさ･れる･に及んで.(･前6世紀末),･｢トゥラン｣とは独立的に, ｢フルテイス｣と

いう名で呼ばれた｡1そもそも}rLアユネアスの母神｣を暗示すJるこの ｢アルティ.ス｣は,

当時エ トル･.Xキの勢力下にあった宗教都市ラウイこウムIに紀られ,や がてこの町がロー

マに支配されると,ローマ宗教の影響を蒙って ｢ウェヌス｣､という新たな名を得た (節

5世紀頃)｡｢ウェヌス｣とは元来,神々の恩寵 (Veniadeumjをもたらす神秘的力(ve-

nu-5-I)の形象化された神格でありi･この甘-マ固有の女神の性格は,向 じくロー与化した

アキネアスイ象 (piusAeneas.)と､統合 ･調和しL,･ローマのトロイア伝説豆独特の意味を

添える耳とになった｡即ちこの伝説によってロー寸人は,自己が ｢敬虞なるアエネアス｣

の子孫の名で ｢母なるウェヌス｣の庇護を受け,至高の神ユピテルから特別の恩恵に与る

民族であることを自覚したのである｡

初期ローマにおけるこの独自な伝説と信仰との関係は,その後の共和救時代において

ウイナリアという祭の中に保存された｡この祭紀では,年毎の葡萄の収穫がユピテルに

捧げられたが,祭の創始者がアエネアスであるという言い伝えに基づき,同時にウェヌ

スも肥られた｡祭儀において女神は;最高神の心を和らげ,ローマ人 (- ｢アユネアス

ノの｡子孫｣_)の-̀pietas'. Fに対して報いを授ける慈悲深い母神としての役目を務めたので

あ'った｡一

･ところで共和政の末其馴二は,ロ･-マ内部で起こった政争が,E既成の宗教制度を激しく

揺さぶったoLかしそうした事態の中でも,有力を政治家たちはやはりウェヌスに保護

を求めることによって,自･己の権力の安定を図った｡前1世紀初めのスルラの時代から

同世紀末のアウゲストゥスの治世までに,lウェヌスは様々が恭名と共に崇拝された｡そ

してそれらの ｢属性｣は,確かに一見互いに矛盾するかのように見える｡しかしじつは,

それらはウェヌスの多面的な性格を反映していたのである｡例えばスルラの信奉した v̀e-

IluSFelix'は,ポンペイウスの V̀enusVictrix'と相容れないかのようである｡ だ
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がそれらの ｢幸運｣と､｢勝利｣の P功徳｣が,女神の母神としての資格に由来すること

を,ユリウス･カエサルは V̀e.lluSIGenetrix'崇拝によって証明七た占また,ナウゲス

トゥスはこの ｢母なるウェヌス｣を ｢父なるマルス｣と結びつけたが,これは既ビゥ土
!

ヌスが ｢勝利の女神｣として崇拝されていたからである.いずれにせよ,､ユ'リウス家は

トロイア伝説に基づく神話的系譜の為に,ウェヌス信仰に対しては特権的立場にあっ.た｡

そして,磯 らの最大の功績は,ウェヌス崇拝を皇帝家の狭い枠内に限定せず,国家的規

模の宗教に新たに拡大 ･発展させたことであろう｡このようにじオウェ文スは;ついに

ローマ帝政の初期において, ｢アエネアスの後者｣から最も安定した地位を接待したの

である｡

注 (略号はL･Ann6ejhitolbgique参画

(1体研究の藤端に関して,拙稿 ｢古代ローマにおけるァェネナス伝説b)意葬 (上)'･(千)｣

(『古代文化』31-i,2)を参照して頂ければ幸いである｡

(2)K.T臼mpel,Re'ar一己ncycl.:S.V.EApll.rOdite'.

(3)LPre-1lbrirGriechische'Mythologie,Berlin1894,Ⅰ,I27r;W.-H∴Roscher,Au.sfuhi-

1ichesLexikona.griech.u.ram.Mythologie,Leipzig1884-,I1,404-405:

(4)ギリシア人はAphroditeとaphro′S,(泡)･とを関連づげたが (cf.Hふsiムd.;Theog.,ibo

ff.),これは最初の2シラブルを説明しうるにすぎをい.E.Benveni畠te(Trt)i5-台ty-

mo'logieslatines,BSL′し32;68ff.)豆よミると,この女神の名は印欧語からは説明不可

能であり,更たJ.･Przyluski(Atdv:isGr/et.Ai'hrodite,'RHR109(1934),149-154)

によれば,この名はAphr6という愛称と前ギリシア時代の古い海の神d )･名Detiによっ

て構成されたと仮定される｡

(5)岡道男教授 ｢ホメロスと叙事詩の環｣(『京大文学部研究紀要』̀16),.203度び上記拙稿

(下),18参照｡

(6)Strabon,Geograph.i13,1,52-53(-C607-608).

(71上記同教授論文(loc.cit)参照O

(8)LR.Farnell,TheCultsdftheGrebkStates,Oxford1.1896,Ⅱ,638-642.

(9)Cf.Dion.Hal.,R.A.,1,50,4;53,1.

(10)Festusは,アユネアスがキュベレの信者ベレヰ エ ンテスの町で葬られたという伝承
｣こコ

を記している(M山ler,FHG,269)｡

(ll)デロスでのアプロデイテ信仰はアリアドネ要拝から生まれたものであり,きわめて古
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い時代に遡る(Plut･,Thes･,21:;Callim･,-Del.i,306-13).またクレタ人は,自己の串が

アプロデイテの.'H.生地であるとi:服 した(Diod.Sic.,5,77)O

(12)Paus.,2,21,1.

(13)Plut.,DeMul.Virt‥245F.

(14)上.記拙稿(下),3-5参照｡

(15)Dion.Hal.,R.A.,1,50,4.Cf.E.Curtius,StudienzurGeschichteYonKor-

intll,Hermes10(1876),243.

(16)ScllOlia ad l1.,2,820.

(17)Diod.Sic.,B.H.,4,83,1;Apoll.Rhod.,4,910ff.

(18)Diod.Sic.,B.H.,4,24,2;DioCass.,fr.,4,2;Serv.,adAen.,1,5和;

Tzetz.,adLycophr.,1232;cf.∫.Berard,Lacolonisationgrecquedel'Italiem呑-

ridionaleetdelaSiciledamsl'antiquite,Paris1957,411-412.

(19)Serv.,adAen.,1,335;Tac.,Hist.,2,3,5.

aO)氏.Dussaud,L'Aphroditechypriote,RHR73(1916),245-258.

al)AphrogenさS神の起源については,cf.Farnell,op.cit.,636.エリュクスの女神q)フェ

ニキア的要素については,cf･R･Schilling,La religionromainedeVevヮS,Paris

1954,234-239;G.K.Galinsky,Aeneas,Sicily,andRome,PrincetGl11969,70ff.

C2lD･Kienast,RonlunddieVenusvomEryx,Hermes93(1965),478-489･

C3)上記拙稿参照o

C4)G.Wissowa,ReligionundKultusderRamer,Miinchen1912,289ff.

伐5)Livius,10,31,9.

倍6)R.Schilling,op.cit.,7-89.Venusの語源に関してC･Fochも- おそらくは独立的

に- 類似の結論に連立ている(ReligiO,Niirnber等1960,39-93:≪Untersuchungen

zurGeschichteqerr8misc,henVenus-Verehrung≫-Hermes83(1955),ト51)o

e7)Strabon,Geograph.,5,3,5-C232.

位87P]inius,N.H.,13,84.

倍9)M.Pallottino,Lacivilisationetrusque,Paris1949,9ト106.

(30)上記拙稿(上),8-9参照｡尚デイオニュシオス(R.A.,1,73,3)によると,羊 トルリ

アのヤニクルス神は元来 ｢アエネアス｣という名を持っていたと伝えられる｡ また

Àitleias'に対応する.̀eilla'という語がエ トルスキ製の多くの鏡に見出さ､れている｡

(31)Cf.PaIIottino,op.cit.,163.

(32即 ち先に述べた中性名詞 v̀enus'から女神 V̀enus'への移行 ･神格化はまさにラ

ウイニウムにおいて行われた｡

(33)上記拙稿(上),8-13,(下),2-3,15参照｡
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(34)その他,,天に上って神々と鞭わんとしたアロアダイ(オトスとエビアルテス)の物語

(cf.Odysseia,ll,305ff..)などがある.

(35体稿第Ⅲ章参照｡

(36)以下のウイナリアの分析は二i:_にR.Scllilli‖g(op.ciI.19ト155)に負うが,J.Bayet,
Histoirepolitiqueetpsychologiquedelareligionromaine,Paris1957,142;

K.Latte,R6mischeReligio‖sgeschicllte,MiiHcllen1960.75-76;G.Dilm岳zil,La

religion romainearclla'ique,Paris1974,194-1196も参考にをった｡

(37)'Veteresvinumvenenumvocabant;sed,posfquamitlVentuSeStVirusletife-

risucus,hocvinumvocatum,illudvellenum.I(IsidorusHispalensis.Etymok)giae

siveOrigines,20,3,2)

(38)Plaut.,Cure.,124;Varro,Sat.Men.(ed.Riese),p.130,1;Ovid.,Fasti,1,301;

id.,A.A.,1,244;id.,Trist.,2,363.尚･ローマの文芸におけるこの関係は･,ギリシ

ア文学のもたらしたアプロデイテと酒との関係(CLSapphOapud Athenaeunlll,

463e;Aristoph.apudAthenaeum,10,･444d;Eurip.,-Bacch.,773)によっオIT･層強

まったものであろう｡

(39)Festus(ed.Lindsay,p.322)とPlutarchos(Q.R.一,45)ではアエネアスまたはラティニイ

とエ トルスキ王との対立が語られ,Cato(apudMacrob.,3,5,10)とVerriusFlac'cus

(FastiPraenestiniの編纂者).とOvidiusでは,ルトゥリの首長 トゥルヌスがメゼンテ

ィウスの味方に加わっている｡

(40)ウェルギリウスが p̀iusAeneas'に対してMezentiusを c̀ontemptordiuurh'(Aen.,

-7,648;8,7)として登場させたことはこ.のパターンを踏襲したものであろう.勿論

Aeneisでは祭日の起源神話として決闘が語られたのではないが,しかし詩人がMez.

の最期を悲劇的 ･英雄的に描こうとしたことは,伝統的をMet二像に対する詩人の創

意であり(cf.F.A.Sullivan,Mezentius.AVergilianCreation,CPh64(1969),219-

225;∫.Glenn,TheFallofMezentius,Vergilius18(1972),10;15),詩人以前に上

述のパターンが伝承として存在したことを一層強く示している.

(41)Cf.R.Schilling,Ovideinterpr昌tedelareligionromaine,REL46(1968),222-235.

尚ウイナリアでウェヌスが肥られたことは,更に,二つの祭日がいずれもウェ㌧ヌス神

殿の奉納記念日に一致することからも窺われる(cf.Latte,op.cit.,436,440)o

(42)Polybios,1,55,6;cf･Diod.Sic･,4,83,5･

(43)Naevius,BellumPoenicum;Ennius,Annales.尚同時代のFabius-PictorやCatoの歴

史書にも同傾向が見られた(上記拙稿(上),3参照)0

-(44)以下の記述に降し,Bayet(op.cit.,144-193),Dumezil(op.cit.,521-544),lAtte(op.

cit‥264-311),C.Koch(ReligiO,Nilrnberg1960,39-93),J.LeGall(Lareligion
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二ノrOmainedel'epoquedeCatonl'Ancienaur色gnedbl'empereurCommode,Pa-

ris1975,117-165),R.M.Ogilvie(TheRomansandtheir･GodsintheAgeof

Augustus,London1974,112-123)から共和政末期の宗教史的輪郭を得,J二一M.舶drt･呑

(Lesi占cled'Auguste,Paris.1974,9-208),∫.-P.Martin(LaRomeancienne;Pa-

rTi.51973,133-207),.A･Piganiol(Laconqueterohlaine,Paris1974,441-613)に拠

三って歴史的事項を確認した｡ウェヌスの変遷に関 してやはりSehilling(op.TCit.,267-

346)が最も参考に在るが,～L氏.Taylor(■TheDivinityofTtheRomanEmperor,

ーrepr.I:,New･York1975,.35｡238)とS.･Weirl,stock(Divus1.Julius,0Xford1971,15-

･18･i35-40,80-128,.248-259)は皇帝の神格化 との関連で女神の役割を論 じている.

articlesでは,Bayet(Lessacerdocesromainsetlapre-divinisationihperiale,

Croyances4etrites,damsl･a.･Rom6言antiqueiParis1971,275-336;Prodr10m6台

sacerdotmixdelaLdivinisationimp6riale,ibid.,337-′352.)が帝政期に至る宗教と政

,11台の絡み合いを検討して-おり,.∫.Gage(Rdrrlulus-Augustrus,MEFR47(1930),1381

I1181;Lessacerdocesd'Augus,te･e!t畠esr色formesreligieuses卜ibid̀48(1931),

75-108;Latheologiedelavictoireimperiale,RH171(1933),ト43)はアウダストゥスの

･宗教政策における神話の機能を解明している.｢†方ScLhilling(LeRohiaindelafin

･de.laRelpubliquedtdudebutdel'empireen.facede-1areligion;AC41(1972),

r540-557;cf.Lapolitiquereligieused'Auguste,M呑IangesをL.S.SJenghor,lDa-

kar1977,453-464)は共和政末期におけるトロイア伝説の意義を明らかにし,C.∫.

Classen(RomulusEinder･t8mischenRepublik,Philologus106(1962),174-204)
Jミラ及びK.Scott(TheidentificationofAugustuswithRomulus-Quriinbs,TAPhA

.56,(1925),82-105)はロ,ムルスの建国伝説の影響を扱って いる｡

(45)Plut.,Vi't.,l･Mat･,22L;'26.

(46)Ibid.,17; .

(37)Diori.Hal.,R..A.,1,85,3.

(48)Cf.P.Grimal,Lucreceetl'hymneaVenus,REL35(1957),1184-195.-

(49)Pltit.-,Vit.,Su1.,34.

150)Ibid.,toe.cit.

(51)Appian.･,B.C.1,97.

(52)Plinius,N.H.8,20;Aul.Gellius,N.A.,10,1,7.

(53)Plut.,Vit.,Pomp.i68?;72;Appian.,■B.C.,2,69;76.

(54)カエサルによるとこの職の起源は,ユリウス家の名阻たるアユネアスの息子イゥ-ル

スに帰着すべきものであった(/Pontificalia':cf.Servius,adAen.,1,267;Origo

･GentisRomanae)O'p fJ
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(55)Appian.,B.C./2,68,･Vitruvius,De･Arch.,3,2･.0vid.,A.A..1･i81-82;3,451;I

Plinius,N.H.,7,126;8,155;9,116;34,18;35,.136;37,ll.

(56)Plinius,N.H.,2,93･,DioCas.,45,6,4;Suet.,Aug..10,2',Cicero,adAtt‥

13,44,1.

(57椙的6年タブソスの戦いでカエサルは F̀elicitas'という合言葉を円い(Caes.,DeBeL

Afr.,83,1),その後 F̀elicitas'に神殿を捧げた(DioCas.,44,5,2). 他方

v̀ictoria'と V̀enusGenetrix'の同一化は,̀Gelletrix'神殿の奉納記念祭が 1̀u-

diVictoriaeCaesari5'とも言われたこと(Suet.,Åug.,10,2)や, カエサルの貨幣

でウェヌスが屡々 V̀ictoria'を手に持つことから推察される｡

(58)Cf.A.Wlosok,DieGBttinVenusinVergilsAeneis,Heidelberg1967,60ff.

(59)DioCas.,45,6,4;Suet.,10,2.

(60)Verg.,Aen.,8.678-681,･698-700;Propert.,4,6,59.

(61)更に前9年,アウダス トゥスのヒスパニアからの無事帰国を祝して建立された ｢平和

の祭壇 (Ara Pacis)｣にもウェヌスとアエネアスの姿が彫り込まれた(cf.dalinsky,

op.°it.,191-241)0

(62)Appian.,B.C.,2,102.

(63)PluL,Vit.,Anton.,26.

(紬Plinius,N.H.,9,121;cf.Macrob.,S.,3,17,18.

(65)Livius,22,10,9.

(66)Suet.,Åug.,29,2,3.

(67)DioCas.,60,5,3.

(6秒例えば5世記前半の詩人RutiliusNamatianusは次のように歌った. Àuctoresge-

nerisVeneremMartemquefatemur,/AeneadummatremRomulidumquepatrem.I

(DeRedituSuo,67-68)

(69)Suet.,Åug.,95,2;DioCas.,46,46･,Appian.,B.C.,3,94.

qO)Suet.,Åug.,7.

ql)̀Augustus'という名は àugurium(卜占)'によって都を建てたロムルスを連想さ

せた(cf.Taylor,op.cit.,158-159;Gag台,Ron.-Ang.,passim;Scott,op.cit"pas-

sim;etc.)｡国の神事の枢要(例えばウェスタ崇拝)を掌った大神宮の起源は,特にカエ

サル以降,祖国の神々 (DiFbnates)をもたらしたアエネアス一族の功績 に帰された

(cf.Taylor,op.cit.,183;Weinstock,op.cit.,28-34;Bayet,Lessac.ron.･･･,

2971303･,313-321;本稿 ｢ユリウス ･カエサルにおける伝説と信仰｣の項)｡尚 .Fア

ユネイス』(特に第8巻)において,アウダス トゥスの功績がアエネアスの行動とロム

ルスの事績を通 じて示されていることも(cf.G.Binder,AeneasundAugustus,Mei-
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senheim amClan 1971.passi耶),皇帝の意向を反映するものとみられる｡
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